
 

元々、木津村に「熊谷」「今井」「有田」という小集落があり、昭和

25 年町村合併後に木津連合区の「奥区」という名称であったものが

区民協議の決定でいつのころからか加茂神社に由来して「加茂川」と

いう地区名称に変わったとのことです。浜詰海岸に流れ出る木津川は

この地区の熊谷という谷の奥が源流になっています。 

 
現在の戸数は５０戸足らずで昔は農業中心であり、後に各家の主婦

を中心に、織物業（賃機）に従事しました。農地もそんなに広くなく、

農業を営みながら、織物業、勤務者（サラリーマン）になった者が大

半であります。 

 
地区を上流とする木津川は過去に、時として増水を引き起こし下流

の岡田、中立地区に氾濫をおこしたものと云われます。現在は河川改

修も整備され氾濫はかなり抑えることが出来ました。 

 

加茂川地区の紹介 

山屋台 

雅楽者の練習風景 
秋祭り 

子供たちによる山屋台の繰り出し 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷 

有田 
今井 

小さな三つの集落群が集まって

「加茂川」という地区を構成してい

ます。 

加茂川地区を南西方より望む 

写真の右方の山（引原峠）を越すと

新庄、下岡地区へと続きます。 

新庄区との境近くの引原峠の国

道 178 号線脇に昭和６２年に建

之されました。 

東経 135 度 
 北緯 35 度 39 分 21 秒

毎年 10 月第 2 日曜日には、にぎやかな御輿巡行もあ

り、前夜祭及び当日には山屋台が繰り出し、6 人の雅楽

者が奏でる優雅な演奏と共に御輿が地区内を練り歩き

ます。ホームページをご覧の皆様、是非一度お越しくだ

さい。 

区長さんのコメント 
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